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a Dry Deciduous Forest in Northwestern Madagascar. Ph. 



































つである NK-2 の mRNA 発現を検討し, アカゲサル視床
を主として中枢神経系において広く発現がみられるこ
とを確認した. 今年度はタンパクレベルの NK-2 発現を
検討した. 4 歳オスアカゲサルから脳組織を部位別に採
取し,  凍結薄切標本を作製し, オートラジオグラフィ
ーにて標識 NK-2 リガンドの結合を観察した. コントロ
ールとして高い NK-2 タンパク発現が報告されている腸















































 そこで, 今年度の共同利用においては, これまで解析
をおこなっていないエリマキキツネザル 1 体とさらに
正確な傾向を把握する事を目的として, チンパンジー1
体の詳細な解析を実施した. これら 2 種の霊長類は, 過
去の心臓自律神経系の研究史においては記載済みでは







た為, 論文として出版を行った (Kawashima and 
Thorington. 2011. Comparative morphological configuration 
of the cardiac nervous system in lorises and galagos 
(Infraorder Lorisiformes, Strepsirrhini, Primates) with 






下北半島脇野沢 A-87 群（山の群れ）と A2-85 群（民
家周辺の群れ）の個体数は依然増加傾向にあり, 出産率
はそれぞれ 30%と 50％であった.1997～2006 年,2006～
2010年で比較したところA -87群では個体数はどちらも
1.8 倍,遊動面積は 1.1 倍, 1.6 倍であった. A-85 群は,個体
数は 2 倍, １倍（’09 年に 21 頭捕獲のため）, 遊動域は, 
 －21－ 
2.4 倍, 1.2 倍に増加した. 
 どちらの群れも個体数の増加に伴い遊動域を拡大し
たが, A-87群は,遊動面積の増加率がA2-85群に比べて低
かった. これは西, 南側に海, 東, 北側に他群と接して








B-17 ニホンザルにおける T 細胞リンパ腫の病因学的検
討 
柳井徳磨, 平田暁大（岐阜大）, 江口克之（長崎大学） 
対応者 鈴木樹理 
霊研で維持されているニホンザルの実験および繁殖
群に認められた T 細胞性リンパ腫（白血病）の 1 例の腫
瘍病理学的特徴について既に症例報告した（2009-C-6）.






たところ, CD3, CD56 および CD30 に陽性を示し, CD5, 
CD8,CD20, CD25, CD68 および CD79a に陰性を示した
ことから, 本腫瘍は NK/T 細胞に起源することが推測
された. さらに腫瘍について EB ウイルス遺伝子を in 
Situ ハイブリダイゼーション法で検索したところ, 大型
の腫瘍細胞に EB ウイルス遺伝子の豊富な発現が認めら
れたことから, EB ウイルス関連の T 細胞リンパ腫が疑







平成 22 年度に予定していたサンプリングが, ニホン
ザル血小板減少症のため計画通り行えなかったので改
めて平成 23 年度から研究を推進する. 平成 22 年度にお
ける研究成果は, ニホンザルとアカゲザルの下顎骨を
採取し, 外観の写真撮影と X 線撮影より, 歯髄の採取お
よび再生を行うため適正部位の検討を行った. 得られ
たサンプルはニホンザル 1 例とアカゲザル 1 例で, 年齢
はニホンザルは 10 歳, アカゲザルは 11 歳であり, 双方
雄であった. 外観写真より, 歯髄の採取および再生療法
をアプローチするには, 小臼歯部位が適切であること
がわかった. また, X 線写真より, 歯髄腔の大きさ, 歯根
の形態が詳細に観察された. 得られた 2 体の左右下顎骨
には, それぞれ前歯 2 本, 犬歯１本, 小臼歯 2 本および
大臼歯が 3 本あり, 歯根は前歯と犬歯は１本, 小臼歯と
大臼歯は 2 本確認された. ヒトに比べ, ニホンザルとア
カゲザルでは, 歯冠歯根比で, 歯根の割合が長いことが
わかった. 歯髄を採取するにあたり第ニ小臼歯が適切
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た. 各 cDNA 配列内に作成したプライマーは, 他種のマ
カクやヒトまた場合によってはマウスの配列を基に設









菅さやか (東洋大・社)，唐沢穣 (名古屋大・環境) 
対応者：松井智子 
幼児の社会的役割に関する知識の理解と獲得過程に
関する検証を行うため, 3 歳と 5 歳のヒト幼児とその母










 上記の調査に加えて, 幼児の言語理解能力と, 社会的
役割知識獲得の関係を検証するために, 実験を実施し
た. 言語理解能力を測定する検査を実施し, その後, 役
割知識の量を測定した. 言語理解能力を, 言語年齢に換




られる. 今後, さらに詳細な検証が必要である. 
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